
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
吉
川
哲
太
郎
先
生
(
一
九

0
0
 
・
ニ
・
一
九
1
 
一
九
九
一
・
五
・
一
エ
ハ
)
が
九

一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
て
四
力
月
余
り
過
ぎ
た
。

生
あ
る
も
の
必
ず
死
に
帰
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
生

に
お
け
る
「
成
長
」
と
い
う
意
味
を
、
シ
ョ
ン
.
デ
ユ

ー
イ
の
研
究
を
通
じ
て
実
践
的
に
実
証
し
よ
う
と
さ

れ
た
先
生
は
、
生
涯
を
終
る
問
際
ま
で
そ
の
意
志
を

貫
か
れ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
ご
逝
去
の
後
に
、
実
弟

の
吉
川
三
郎
様
か
ら
先
生
の
蔵
書
に
つ
い
て
「
デ
ユ

ー
イ
関
係
そ
の
他
参
考
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ぱ
お
持

ち
帰
り
頂
き
た
い
し
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
初

め
て
先
生
の
書
斎
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
私
は
、

書
斎
の
書
物
の
悉
く
に
目
を
通
す
こ
と
は
出
来
な
か

つ
た
が
、
先
生
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
ジ
ョ

ン
・
デ
ユ
ー
イ
教
育
学
研
究
の
数
々
の
著
書
や
、
文

献
に
記
さ
れ
た
書
き
込
み
を
見
て
、
改
め
て
、
先
生

の
デ
ユ
ー
イ
研
究
に
対
す
る
情
熱
の
深
さ
を
思
い
、

さ
ら
に
先
生
の
在
り
し
日
の
種
々
の
こ
と
が
憶
い
出

さ
れ
て
誠
に
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
っ
た
。
先
生
は

英
語
発
音
の
習
得
方
法
に
つ
い
て
興
味
を
持
た
れ
、

私
達
に
も
よ
く
話
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ケ
ネ
テ
ッ

ク
.
メ
ソ
ツ
ド
の
『
英
語
発
音
習
得
の
理
論
と
実
際

と
い
う
先
生
の
著
書
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
紛
争

時
、
教
育
学
専
攻
教
員
の
会
合
が
大
学
が
封
鎖
さ
れ

森

て
い
た
為
に
御
自
宅
の
応
接
室
で
毎
日
の
様
に
開
か

れ
て
、
教
育
問
題
や
指
導
の
在
り
方
を
話
し
合
っ
た

こ
と
、
特
に
一
九
六
九
年
六
月
十
一
日
の
文
学
部
公

開
教
授
会
が
翌
日
午
前
一
時
過
ぎ
ま
で
続
さ
先
生

宅
に
泊
ら
せ
て
頂
い
た
こ
と
な
ど
当
時
の
頃
を
偲
ん

だ
の
で
あ
っ
た
。

吉
川
先
生
は
一
九
三
年
同
志
社
大
学
法
学
部
経

済
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
神
学
の
勉
学
の
為
に
ア
メ
リ

力
に
留
学
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
オ
ベ
り
ン
大
学

神
学
部
で
勉
学
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
教
育
の
重
要
性

を
自
覚
し
て
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
院
教
育
学
研

究
科
で
教
育
学
を
研
究
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
ジ
ョ

ン
.
デ
ユ
ー
イ
の
著
書
を
教
科
書
と
し
て
学
び
魅
力

を
感
じ
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
四
月
よ
り

同
志
社
専
門
学
校
講
師
と
な
ら
れ
、
以
後
四
一
年
の

永
き
に
亘
り
同
志
社
の
教
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
そ

の
間
、
同
志
社
外
事
専
門
学
校
長
同
志
社
大
学
教

務
部
長
、
大
学
院
担
当
教
授
と
し
て
教
育
と
研
究
に

非
常
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
「
同
志

社
時
報
L
(
第
八
二
号
)
の
「
吉
川
哲
太
郎
名
誉
教
授

に
聞
く
同
志
社
の
社
会
的
役
割
聞
き
手
河
野

仁
昭
で
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
生

と
デ
ユ
ー
イ
研
究
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
一
九

七
一
年
三
月
の
「
吉
川
哲
太
郎
先
生
古
稀
記
壽
文

吉川哲太郎先生を偲んで
デューイ教育学研究者として

章博
(大学文学部教授)
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集
L
 
の
先
生
の
筆
に
依
る
「
デ
ユ
ー
イ
と
私
L
 
に
特

に
詳
し
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
私
の
理
解
す
る
処

か
ら
す
れ
ば
、
先
生
御
自
身
の
性
格
に
合
っ
た
考
え

方
を
ジ
ョ
ン
・
デ
ユ
ー
イ
の
中
に
発
見
さ
れ
、
デ
ユ

ー
イ
に
引
き
込
ま
れ
て
、
生
涯
そ
の
研
究
に
情
熱
を

捧
げ
ら
れ
た
様
に
思
う
。

私
は
同
志
社
大
学
の
学
生
に
な
る
約
七
力
月
前
即

ち
一
九
四
八
年
八
月
に
、
大
阪
で
先
生
か
ら
デ
ユ

イ
の
民
主
主
義
と
教
育
に
つ
い
て
最
初
の
話
を
聞
い

た
。
以
後
学
部
・
大
学
院
で
、
さ
ら
に
同
志
社
大

学
に
奉
職
し
て
デ
ユ
ー
イ
教
育
学
研
究
の
ご
指
導
を

受
け
て
来
た
。
実
に
四
0
年
に
亘
っ
て
、
学
問
的
に

も
人
間
的
に
も
公
私
共
に
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た

一
人
で
あ
る
。
先
生
は
、
こ
こ
五
年
間
は
一
人
暮
し

で
趣
味
と
し
て
パ
チ
ン
コ
に
熱
中
さ
れ
た
が
、
自
ら

の
孤
独
に
徹
す
る
意
志
を
群
集
と
喧
騒
の
中
に
も
ま

れ
な
が
ら
確
か
め
ら
れ
て
い
た
様
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
一
日
一
日
淡
々
と
し
て
生
活
さ
れ
、
老
境
に

は
い
ら
れ
た
様
子
に
伺
え
る
。
先
生
か
ら
は
、
忍
耐

す
る
こ
と
、
簡
素
に
し
て
節
約
す
る
こ
と
、
他
人
に

媚
び
ず
自
由
に
生
活
す
る
こ
と
等
々
を
教
え
ら
れ
た

が
、
最
後
ま
で
明
治
の
人
と
し
て
気
骨
を
失
わ
れ
ず
、

自
由
を
愛
し
通
さ
れ
た
。
九
0
歳
を
過
ぎ
ら
れ
た
先

生
は
、
生
き
て
お
ら
れ
る
と
い
う
事
自
体
が
真
に
価

2
 
0
 
1
 
ー

5
7
7
9

9
9
9
9

ー
ー
ー
ー

値
あ
る
も
の
で
あ
る
と
私
達
を
し
て
痛
感
さ
せ
る
様

な
御
姿
で
あ
っ
た
。

先
生
は
教
師
と
学
生
と
の
関
係
で
、
後
者
が
前
者

を
恩
師
と
考
え
る
こ
と
を
好
ま
れ
な
か
っ
た
し
、
ま

た
先
生
と
デ
ユ
ー
イ
の
関
係
も
、
デ
ユ
ー
イ
の
思
想

を
非
常
に
す
ば
ら
し
い
も
の
と
し
て
絶
対
視
す
る
こ

と
な
く
、
常
に
生
活
の
視
点
か
ら
彼
の
思
想
を
理
解

し
、
、
プ
ユ
ー
イ
を
民
主
主
義
社
会
の
教
育
哲
学
者
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
御

退
職
に
当
た
り
デ
ユ
ー
イ
研
究
の
為
に
役
立
ち
同
志

社
に
デ
ユ
ー
イ
思
想
を
持
続
さ
せ
た
い
と
発
意
さ

れ
、
そ
の
基
金
に
依
っ
て
同
志
社
大
学
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
に
コ
ブ
ユ
ー
イ
文
庫
」
が
設
立
さ
れ
た
0
 
現

在
は
和
晝
洋
書
な
ど
六
三
0
冊
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。
先
生
は
、
一
九
九
0
年
秋
に
お
目
に
か
か
っ
た

際
に
、
御
自
分
の
遺
産
を
さ
ら
に
デ
ユ
ー
イ
文
庫
の

充
実
強
化
の
為
に
捧
げ
た
い
旨
私
に
話
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
感
銘
深
く
思
い
出
さ
れ
る
。
上
の
御
写
真
は

そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

あの人・この人

.武."り#・'、畳号、ケ'

●吉川哲太郎氏略歴●

1900年2月大阪府下で誕生
1921年3月同志牡大学法学部経済学科卒
1927年6月オベりン大学大学院神学部終了 B. D.の学位

を受く
1930年6月南加州大学大学院教育学研究科より M. A.

Edu.の学位を受く
1931年4月同志社専門学校
1940年4月同志社専門学校教授
1948年1月~1952年3月

同志社専門学校校長
1949年4月同志社大学文学部教授
1950年8月~1954年9月

同志社大学教務部長
年4月大学大学院文学部研究科教授
年2月定年退
年3月同志社大学名教授の称号を受く
年5月26日 4時22分永眠 91歳
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深
田
先
生
は
、
明
治
四
十
一
年
、
現
在
の
摂
津
市

庄
屋
に
あ
る
西
本
願
寺
派
の
寺
院
永
福
寺
に
生
ま
れ

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
七
年
三
月
、
龍
谷
大
学
文
学
部

を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
論
文
「
阿
毘
達
磨
の
心

理
学
的
発
達
に
関
す
る
研
究
」
が
認
め
ら
れ
、
「
大
学

に
残
る
よ
う
に
し
と
の
お
勧
め
が
あ
っ
た
、
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
先
生
は
大
学
卒
業
と
と
も
に
浪
花
高

等
女
学
校
に
英
語
科
教
諭
と
し
て
お
勤
め
に
な
り
、

そ
こ
で
生
涯
水
魚
の
交
わ
り
を
さ
れ
る
井
規
矩
雄
・

東
郷
膳
栄
門
両
先
生
と
机
を
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

井
先
生
が
吉
野
校
長
の
お
招
き
で
第
二
山
水
中
学

校
(
香
里
学
園
の
前
身
)
に
移
ら
れ
る
と
、
深
田
先

生
も
昭
和
十
九
年
に
同
校
に
転
勤
さ
れ
ま
し
た
。
戦

時
下
の
学
校
生
活
を
中
学
一
、
二
年
は
農
家
の
手

伝
い
、
三
年
は
香
里
火
薬
庫
で
の
火
薬
製
造
、
四

五
年
は
昼
夜
交
替
で
枚
方
造
兵
廠
で
兵
器
造
り
等
に

奉
仕
し
、
日
曜
は
登
校
し
て
授
業
を
受
け
る
生
活
の

連
続
で
あ
り
ま
し
た
。
先
生
も
生
徒
も
く
た
く
た
に

疲
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
の
教
員
会
議
で
疲
労
こ
ん
ぱ

い
と
い
う
一
言
葉
が
で
た
と
き
、
校
長
は
烈
火
の
ご
と

く
叱
ら
れ
た
」
と
二
十
年
誌
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
四
日
先
生
に
も
つ
い
に
召
集

令
状
が
き
ま
し
た
。
陸
軍
二
等
兵
と
し
て
金
岡
連
隊

に
入
営
さ
れ
た
先
生
は
、
や
が
て
中
支
派
遣
軍
に
補

喜

ム
、六

充
兵
と
し
て
出
征
さ
れ
、
一
度
三
度
死
線
を
さ
ま
よ

わ
れ
、
戦
没
者
の
供
養
に
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
復

員
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
で
し
た
。

再
び
教
壇
に
立
た
れ
た
先
生
は
、
英
語
の
授
業
に

全
力
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。
中
二
の
時
間
に
「
↓
冨

m
三
乏
N
m
仂
ず
ヨ
語
」
と
力
を
込
め
て
一
言
わ
れ
る
の

で
、
つ
い
に
先
生
の
あ
だ
名
が
「
↓
哥
誓
コ
L
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
0

昭
和
二
十
六
年
同
志
社
と
の
合
併
直
後
に
は
「
昭

和
二
十
七
年
度
の
応
募
生
徒
が
多
数
で
あ
る
こ
と
を

希
望
し
て
、
井
・
小
沢
・
青
木
・
小
川
(
藤
)
・
中
新

井
・
上
島
の
諸
先
生
や
私
(
深
皿
が
、
授
業
を
午

前
中
に
す
ま
し
て
、
北
河
内
全
域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
大
阪
市
内
、
豊
能
地
区
、
布
施
方
面
ま
で
生
徒

勧
誘
に
出
か
け
L
(
二
十
年
誌
)
ら
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
先
輩
諸
氏
の
努
力
の
上
に
現
在
の
香
里
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
三
十
三
年
、
私
は
最
初
の
礼
拝
奨
励
で
、
信

仰
心
を
た
か
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
仏
教
で
は
、
仏

壇
の
な
い
家
は
た
ん
な
る
小
屋
に
過
ぎ
な
い
。
仏
壇

が
あ
っ
て
初
め
て
人
間
の
住
む
家
と
な
る
し
と
話
し

ま
し
た
ら
、
礼
拝
後
私
の
所
に
こ
ら
れ
て
、
若
輩
の

私
に
頭
を
深
々
と
下
げ
て
「
先
生
、
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
の
に
は
恐
縮
し
ま
し
た
。

父のごとき存在だった

^深田俊章先生^

多正明
(香里中学・高等学校教諭)
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下
山
校
長
は
深
田
先
生
に
全
幅
の
信
頼
を
お
か

れ
、
先
生
を
補
導
主
任
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
深
田

先
生
を
中
心
に
副
主
任
に
石
井
先
生
、
そ
れ
に
柴

田
.
西
島
両
先
生
と
私
で
補
導
部
を
構
成
し
ま
し
た
。

折
か
ら
の
安
保
騒
動
で
、
下
山
校
長
は
「
生
徒
を
政

治
運
動
に
参
加
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
と
指
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
国
的
な
運
動
を
一
主
任
の
力
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
部
の
生
徒
は

補
導
部
を
反
動
の
砦
み
た
い
に
思
っ
て
「
'
徒
の
分

際
で
政
治
活
動
す
る
と
は
0
と
補
導
主
任
L
と
か
「
学

校
で
は
ア
ー
メ
ン
、
家
で
は
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い

つ
た
ビ
ラ
を
ま
き
ま
し
た
。
先
生
の
在
職
中
で
補
導

部
の
と
き
が
一
番
辛
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
ま
す
0

村
岡
校
長
の
と
き
に
も
先
生
は
教
務
主
任
と
校
務

主
任
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
生
の
書
か
れ
た
日

誌
類
は
詳
細
を
極
め
、
校
史
研
究
の
重
要
な
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
三
月
に
定
年
退
職
さ
れ
た
と
き
に

「
こ
れ
か
ら
の
余
生
は
、
世
の
た
め
人
の
た
め
"
一
隅

を
照
ら
す
0
 
身
と
な
っ
て
、
健
康
の
許
す
限
り
少
し

で
も
お
役
に
立
ち
た
い
」
(
香
里
の
丘
四
十
五
号
)
と

記
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
は
在
職
中
か
ら
保
護
司

と
し
て
受
刑
者
の
更
生
保
護
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
に
は
藍
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
摂
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

役
員
と
し
て
,
心
配
ご
と
相
談
"
を
担
当
さ
れ
、
多

く
の
悩
め
る
人
々
の
相
談
相
手
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
て
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
に
は
勲
五
等
瑞
宝

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
の
同
志
社
香
里
三
十
年
記
念
事
業

の
と
き
、
三
十
年
記
念
誌
に
は
「
忍
終
不
悔
L
 
の
一

文
を
寄
稿
さ
れ
、
教
職
員
O
B
座
談
会
で
は
戦
中
戦

後
の
苦
し
か
っ
た
こ
ろ
の
学
園
生
活
を
語
ら
れ
、

記

念
式
典
祝
賀
会
に
は
元
気
な
お
姿
を
見
せ
ら
れ
ま
し

た
。

晩
年
に
は
仏
跡
参
拝
団
を
率
い
て
中
国
.
イ
ン

ド
.
東
南
ア
ジ
ア
等
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十

一
月
教
職
員
O
B
会
に
は
会
長
と
し
て
か
く
し
ゃ
く

と
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
に
、
平
成
三
年
一
月
二
日

突
然
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
ハ
ス
の
花
咲
く
極
楽

浄
士
を
夫
婦
手
を
取
り
合
っ
て
歩
い
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

あの人・この人

●深田俊章氏略歴.

1908年4月1日摂津市庄屋永福寺にて誕生
1932年3月 龍谷大学文学部卒業

1932年4月 浪花等女学校教諭

1944年4月 第二山水中学校教論

1948年12月 香里学園中学等学校教諭

1951年9月1日同志社香里中学.等学校教論
19乃年3月 定年退職

19g1年1月2日 9時25分永眠 82歳

119


